
(別紙様式３）

◇生徒による授業評価で「授業で、自ら
深く思考する場面がある」の項目の肯定
的回答が70％以上

(1)  授業研究の充実と教科指導力の向上

PL　主幹教諭
SL　指導教諭
　　　デジタル化・推進図書
　　　各学年
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＜達成指標の検証：アンケート結果（肯定的回答）＞「①90.4％②91.2％」
＜取組＞
〇中高合同公開授業を７・８月に実施（５教科）
〇校内授業研究会を11月に実施（分科会での協議時間を長く確保）
〇互見授業を前後期２回実施（思考を深める発問や取組を中心に互見）
〇研究授業を全教科で延べ24回実施
＜考察＞
・達成指標は遥かに上回ったが、生徒の自覚する「深い思考」と授業者の認識との間に齟齬が考えられる。
・校内授業研究会は昨年同様意義深いものであった（アンケート結果より）
・発問の工夫に対する取組が進んでいる（アンケート結果より）

・授業改善スクールプランのテーマをもう少し具体的にする
・中高合同公開授業の校外からの参加者への呼びかけを強化
・来年度も校内授業研究会の協議の時間を長めに確保する

・自らが学習に取り組むことこそが学力の定着や発展につな
がるものと思うので継続してもらいたい。
・教員が発問する場面において思考を「揺さぶる質問」を投げ
かけていくことが深く思考することに対してより有効であると感
じる。

◇学校生活アンケートで「高校卒業後の
進路（大学や学部）がすでに決まってい
る」の項目で肯定的回答が70％以上

(2)  自分を磨くキャリア教育の充実
PL　進路指導
SL　各学年 3

<達成指標の検証：アンケート（肯定的な回答）＞
「全体：①60％②73％」「1年：①39％②55％」「2年：①60％②75％」「3年：①91％②92％」
＜取組＞
〇進路ホームルームを学期に２回以上（１年５回、２年５回、３年７回）実施。
〇系統別説明会は８分野、大学説明会は７大学の説明会を実施。
〇総合的な探究の時間の具体的な計画（４月）と実践（年間）
＜考察＞
・総合的な探究の時間は発表を含めて充実したものとなった。

・早期から進路講演会等、進路を意識させるための手立てを行う。
・各種説明会をなるべく多く行い、生徒の進路意識向上に努める。
・総合的な探究の時間の取組が後の生徒の進路に生かされるようさ
らにブラッシュアップする。
・生徒がより進路相談しやすい体制にする。

・将来に対して、夢や希望を持てない子どもが多い世の中に
おいて視野を広げる取り組みが多くできていてよい。
・普通科におけるキャリア教育の推進に向けて講演会や昨年
度から実施している校内企業説明会は、生徒の自己のキャリ
ア意識向上や地域への帰属意識の向上につながっていくと
感じられ、評価できる。

◇学校生活アンケートで「授業、総合的
な探究の時間、グローバル人材を育成す
る活動などを通して、国際的な視野が拡
がったことを実感した」の項目で肯定的
回答が80％以上

(1)　グローバル人材育成の推進
PL　グローバル教育担当
SL　英語科
      各学年
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＜達成目標の検証：アンケート結果＞①83%②93%
＜取組＞
〇2年生対象イングリッシュセミナー(7月　国際学生　46名参加)
〇県教育委員会主催～「グローバルリーダー育成塾」への参加奨励(延べ　39名)
〇「中津南グローバル人材育成プログラム」を企画(15名参加)
　※オンライン・スピーキング・トレーニング　10回程度実施(11月～1月)
〇２年生全員英検受験体制支援(PTA特別基金からの補助活用)
〇Writing, Listening, Speakingの計画的な指導の実施
＜考察＞
・「グローバル人材育成プログラム2023」では、マンツーマンの英会話レッスン(オンライン)や国際学生への観光案内、異文
化理解を深め、発信力を含め、コミュニケーション能力を高める取り組みを企画することができた。
・英検受験に向けて１・2年生の準1級への挑戦、全体的に受験者数も大幅に増加。
  *2022年度37名➡2023年度延べ221名受験(合格51名【内訳準2級26名　2級21名　準1級4名】)第3回は未確定

・短期留学再開に向けた準備をする。再来年度の実施を目指す。
・グローバル人材育成プログラムの受講者数を増やすため今年度と
は違った活動も盛り込む。さらに充実したプログラムを計画実施する。
・グローバルリーダー育成塾への参加を学年にも協力してもらい、積
極的に勧めていく。

・英検やＧＴＥＣ等の取組が定着してきている様子は頼もし
い。
・グローバルな視点をもった人材育成は、さらに重要性を増す
と感じており、このプログラムの継続・精選・進化を期待する。
・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ育成塾」の参加により、生徒たちがより積極
的になっている。そのような環境設定を今後も行ってもらいた
い。

◇学校生活アンケートで「学校生活全般
でICT機器（電子黒板、iPad、プロジェク
タ、パソコン等）の活用や、図書館活用が
進んでいると感じる。」の項目で肯定的回
答が80%以上

(2)　言語活動の充実
PL　デジタル化・推進図書
SL　教務 3

□すべての教科で授業におけるICTの検討・実践
達成目標の検証：ICT機器を使った授業実践ができた①93％②91％
<取組>
〇ICT研修の実施（年3回）
〇情報通信の発行
<考察>
タブレットをほとんどの教員へ配布したことで、生徒への連絡、各種調査、授業プリントの電子化などが進んできている。
□各学年、教科で図書館活用を年1回以上
達成目標の検証：貸出数が昨年度と比較して27%増加
<取組>
〇年度当初各教科へ図書館利用の呼びかけ
〇図書館通信の発行

・ICT研修を1学期にまとめて実施する。
・授業でICTを使った実践例の共有を行う。
・学校全体で図書館活用をどのように行っていくか考える必要があ
る。

・ＩＣＴ機器の運用は教員側には大変な面もあると思うが、卒
業後生徒が迎える世界は情報があふれているのが現実であ
る。必要不可欠な教育として今後も継続してもらいたい。
・ＩＣＴの普及により図書館利用が減じているということだが、
本がもつ魅力をもっと生徒に発信してもらいたい。

◇部活動の加入率80％以上
◇学校生活アンケートで「学校行事や生
徒会の活動に対して積極的に取り組んで
いる」の項目で肯定的回答が85％以上

(1)　部活動・生徒会活動等の活性化
PL　特別活動
SL　各学年 3

＜達成指標の検証＞
●部活動の加入率78.2％（1月末現在）
〇アンケート：「学校行事や生徒会の活動に対して積極的に取り組んでいる」肯定的回答①89％②92％
＜取組＞
〇新入部員確保のための部活動紹介（2度）及び加入促進のための部活動見学週間を実施
〇歓迎遠足と南北親善球技大会（分散開催）を実施
○開扇祭文化の部を2日間、体育の部を午後まで延長し、生徒の積極的参加を促進した。
○学校への要望を一部受け入れる形で回答した。

・南北親善球技大会は、次年度もさらなる改善を検討し実施する。
・開扇祭文化の部を2日間、体育の部を1日とし、生徒の健康面に配
慮した日程で実施する。
・より良い中津南高校を目指すため、学校と生徒会の密な連携を目指
す。

・学校行事や部活動をとおして、達成感や充実感を味わうこと
は高校生活の醍醐味であると思うので、コロナ禍前の活動に
戻ることを期待する。
・生徒会活動も熱心に行っていることが感じ取れた。

◇学校生活アンケートで「学校で自分が
友だちや先生に認められると感じる」の
項目で肯定的回答が85％以上

(2)　教育相談・人権教育の充実
PL　健康・人権教育
SL　生徒指導
      各学年
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＜達成指標の検証：アンケート結果（肯定的回答）＞ ①82％②85％
＜取組＞
〇学年主任連絡会12回実施　〇ケース会議1回実施
○公開人権ＨＲＡ（１年）及び全職員対象の研修会を2月16日に実施。
＜考 察＞
・学年主任連絡会やケース会議により、気になる生徒の情報共有、早期対応を実施した。
・SC、SSWとの連携により、学校生活だけでは見えない情報を得て、気になる生徒の対応に活用できた。

・自己肯定感の向上を目指し、「人間関係づくりプログラム」や各種校
内行事、個別の面談等を継続実施する。
・気になる生徒の早期発見、早期対応のため、学年主任連絡会や
ケース会議等の更なる活用を図る。
・一人ひとりにより適切な対応ができるよう、SC、SSWと連携強化を促
進する。
・より多くの職員が関わることのできる人権ＨＲＡのあり方を継続的に
検討していく。

・肯定的な回答をしていない15％程度の生徒のフォローをお
願いしたい。
・不登校生徒の早期発見に向けての校内組織の有効な運用
や「人間関係づくりプログラム」等の実施により、一定の効果
を上げていると感じる。

◇学校生活アンケートで「自分や他者を
大切にしようとする」の項目で肯定的回答
が85％以上

(1)　安全・安心な環境づくり

PL　生徒指導
SL　健康・人権教育
      総務
　　 各学年
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＜達成指標の検証：アンケート結果（肯定的回答）＞①96％②98％
＜取組＞　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

・学期初めや長期休業後の個人面談及び「いじめに関するアンケート
調査」を実施することでいじめの未然防止と早期対応を組織的に推進
する。
・家庭における車両点検や交通安全に関する啓発活動を継続し、交
通事故の予測能力の向上や簡単な道路交通法のテストを実施する。　
　　
　　
　　
　　
　　

・いじめに対して未然防止・早期発見に向けた取組が有効に
はたらいていると感じるので、今後も継続していただきたい。
・自転車事故の防止に向けて安全教育の呼びかけや徹底を
お願いしたい。

◇月当たりの時間外勤務時間（平均）、
前年度比5%減

(2)　見通しを持った業務の遂行と業務分
担の推進

PL　主幹教諭
SL　特別活動 2

＜達成指標の検証＞月当たり時間外勤務時間（平均）前年度比1.1％増
＜取組＞
〇毎週木曜日の「定時退庁」の呼びかけ
〇部活動月別計画書作成、活動日の確認など、部活動時間の適性化
＜考察＞
・新型コロナウィルスによる制約が緩和されたことで活動が正常化され、結果、前年度よりも時間外勤務（多くは部活動）が
増える結果となった。
・部活動指導計画の作成等が徹底できていなかった（呼びかけに終始していた）。

・部活動の指導における勤務時間縮減の手立てが運用ベースに乗っ
ていないため、現実的な方法を各部の実態に合わせた形で計画・実
行してもらう。
・コロナの状況下で学んだ「ムダを省く」視点から行事の見直し・廃止
などを検討する。

・超過勤務の要因の一つである部活動指導において、外部人
材を活用し教員の負担軽減を図り、放課後等で教員が生徒
たちと向き合える時間の確保に努めていただきたい。

総合評価
次年度への展望等

令和５年度学校評価（年間評価）

次年度の改善策 学校関係者評価

2　未知の分野への探究心と挑戦
する意欲の向上

学校名　　　　大分県立中津南高等学校

4　利他の精神の育成と自己管理
能力の向上

分析・考察

１　学習活動全般を通じて自己の
キャリアを探究する力の向上

重点的取組
ＰＬ
ＳＬ

自己評価結果

評価

〇研究授業の充実や授業における「指導と評価の一体化」を目指すことで、生徒に身に付けさせたい力が明確となっており、授業改善の推進が図れている。　
　　
　　
　　
　　
　　

●進路学習と総合的な探究の時間の連携により、系統的でキャリア教育の充実につながるよう計画・実施、振り返り、評価を行い、常にアップグレードしていく必要がある。
●人間関係づくりプログラム及び個人面談等の充実により、安全・安心な学校づくりをさらに推進していく。
●部活動の加入促進及び生徒による自主的かつ積極的な生徒会活動の活性化を推進していく必要がある。

3

〇進路ホームルームを学期に２回以上実施、
系統別説明会・大学説明会の実施（年８回）
〇総合的な探究の時間の具体的計画（４月）
と実践（年間）、校内企業説明会の実施（年１
回）

〇計画的な授業改善に係る各取組の充実により、スクールプランに沿った授業改善の推進となっている。　
　　
　　
　　
　　
　　

重点目標中期目標

○多様な学びに主体的に粘り強く取り組み、自己のキャリアと関連付けて学ぶことのできる生徒を育成
する。
○将来の予測が難しい社会において、自己実現を図るため、果敢に目標を発見し、実現すべくチャレン
ジする生徒を育成する。
○安全・安心な教育環境を堅持し、生徒一人一人の心身の発達を支援する。

〇「定時退勤日」の推進（毎週木曜日）
〇部活動指導計画の作成とホームページ掲
載による周知徹底（毎月）

3

〇各学期の個人面談や年間2度のいじめに
関するアンケート調査により、いじめの未然防
止に努め、いじめ件数「０」
〇交通委員を中心に各学期の自転車車点検
や交通安全啓発運動の実施し、自転車事故
年間「5件以内」
美化委員を中心に掃除マニュアルの周知及
び励行し掃除中の「事故０」

前年度評価結果の概要

3

〇授業者が１回の授業において、「生徒が深
く思考する場面」を最低１回以上設定
〇単元に１回以上、観点別評価「主体的に学
習に取り組む態度」の１つとして、振り返り・
ワークシート・レポート等の記述内容を評価

3

〇中津南グローバル人材育成プログラム
2023の実施（通年）
〇実用英語技能検定およびGTECの受験を
活用した英語4技能を伸ばす指導の実践（通
年）

〇すべての教科で授業におけるICT活用の検
討・実践
〇各学年、教科で図書館活用を年1回以上

●3年間を見通した系統的な進路学習及び総合的な探究の時間の計画・実施、振り返り、評価の見直しが必要である。
●人間関係づくりプログラムの充実、系統的なキャリア教育の実施等による生徒のメタ認知能力の育成を推進していく必要がある。
●生徒による自主的かつ積極的な生徒会活動、特に各委員会活動の活性化を図っていくことが必要である。

3　特別活動や学校行事などに主
体的に取り組む社会性や協働性
の向上

〇新入部員確保のための部活動紹介（２度）
及び加入促進のための校時等配慮(随時）
〇生徒会活動の成果（学校への要望・委員会
活動など）を、生徒会新聞として全校生徒に
周知する。

〇学年主任連絡会（隔週）、ケース会議など
（随時）による予防的アプローチの実施
〇全職員を対象とした人権ＨＲＡ事前学習
会、人権教育研修会など年5回実施

学校教育目標

「礼儀・誠実・進取・向上」の校訓のもと、「知・徳・体」の調和のとれた全人教育を推進し、本校の特色あ
る教育活動を実践することで、持続可能な社会の実現に寄与する人材を育成する。

重点目標 達成(成果)指標

○学習活動全般を通じて自己のキャリアを探究する力の向上
○未知の分野への探究心と挑戦する意欲の向上
○特別活動や学校行事などに主体的に取り組む社会性や協働性の向上
○利他の精神の育成と自己管理能力の向上

取組指標


